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茨城県ＰＴＡ振興大会（神栖市） （一社）茨城県ＰＴＡ安全互助会研修会

日本ＰＴＡ全国協議会年次表彰（東京）茨城県ＰＴＡ振興大会（表彰式典）

　一年間ありがとうございました。皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。「子どもたちの健やかな成長」を
支えるために，さらに「つながり，学び，協力し合うＰＴＡ」を作り上げていきましょう。令和２年度の茨Ｐ連 
定期総会・（一社）茨Ｐ安定時社員総会は，５月３１日（日）笠間市立笠間公民館にて開催します。お待ちしています。
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　令和元年１１月２４日（日），茨城県ＰＴＡ振興大会が神栖市文
化センターにて開催されました。
　オープニングアトラクションでは，潮来市立潮来小学校の皆さ
んと潮来芸座連の方々による潮来囃子が披露されました。お囃子
に合わせて舞う元気な子どもたちに，会場からは大きな拍手が贈
られました。
　講演は，茨城県教育委員会教育長　柴原　宏一様をお迎えして，

「私見　教育の魅力」と題してのお話をいただきました。高校教員
当時に子どもたちと本音で向き合うことで得た貴重な体験をご紹
介いただき，そこから生まれた教員・子ども・保護者の信頼関係が，
子どもたちに「成長と大きな可能性」をもたらすことをご指導いただきました。私たちも子どもたちを育て，その成長
を一番近くで見守る者として，できることをひとつひとつ積み重ねていくことの大切さを学んだ講演となりました。
　また，家庭教育実践集「愛の記録」において，茨城県教育長奨励賞を受賞された金子　みどり様（神栖市）による受
賞作品の朗読が行われました。
　最後になりますが，大会運営にご尽力をいただきました関係の皆様に，心より感謝申し上げます。

令和元年度 茨城県ＰＴＡ振興大会

茨城県ＰＴＡ振興大会 表彰式典 in 水戸

受賞者の皆様，おめでとうございます【日本ＰＴＡ全国協議会年次表彰式】

活動発表　守谷市立松ケ丘小学校　おやじの会

　令和元年１１月１５日（土），東京のホテルニューオータニを会場に，日本ＰＴＡ全国協議会年次表彰式が開催され
ました。全国からたくさんの表彰団体・表彰者の皆様が集まり盛大な会が催されました。本県からは，優良ＰＴＡ文部
科学大臣表彰を受賞した２校のＰＴＡをはじめ，以下のような皆様が受賞されました。
◎　優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰
　　水戸市立緑岡中学校ＰＴＡ様，常陸太田市立瑞竜中学校ＰＴＡ様
◎　公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰・団体表彰
　　行方市立北浦中学校ＰＴＡ様，稲敷市立桜川中学校ＰＴＡ様，
　　下妻市立豊加美小学校ＰＴＡ様
◎　公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰・個人表彰
　　勝山　起一様，木村　光広様，斉藤　裕光様，會澤　香理様
◎　第４１回全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール入賞
　　教育家庭新聞社社長賞　　茨城大学教育学部附属中学校ＰＴＡ様

　令和元年１２月７日（土），ホテルレイクビュー水戸において「茨城県ＰＴＡ振興大会表彰式典」が開催されました。
　県内より集まった受賞者にて会場はいっぱいとなり，祝賀ムードに包まれました。優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の伝
達から日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰（団体・個人）の伝達，茨城県ＰＴＡ連絡協議会会長表彰（団体・個人・永年），
広報紙コンクール，三行詩コンクール，そして家庭教育実践事例集『愛の記録』の表彰など，少し緊張した表情の小学
生から大人までたくさんの方が受賞されました。
　また，『愛の記録』教育長奨励賞を受賞されました安　浩司様（日立市）に
作品「大きな背中」の朗読をいただきました。父と子の関わりや共に成長す
る姿，そして子を思う父親の思いが温かく表現された素晴らしい作品でした。
　表彰式典に引き続き開催されました祝賀会では，受賞を終えホッとした表
情の子どもたちも参加し，子どもと大人が受賞の喜びにあふれました。会の
中では，三行詩コンクールの受賞者より受賞作品の発表もありました。
　受賞された皆様本当におめでとうございます。そしてご協力いただきまし
た関係者の皆様に感謝申し上げます。 表彰状の伝達

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰
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各地区の指導者研修会活動報告報告

　令和元年１１月１５日，ホテルニューオータニにおいて日本ＰＴＡ年次表彰式が開催され，全国小中学校ＰＴＡ広報
紙コンクールの表彰も行われました。式には，北海道から沖縄までの小中学校のＰＴＡ会長やＰＴＡ関係者が一堂に会
し誠に圧巻でした。参会の皆さまの表情も，ＰＴＡ活動で大変充実し，達成感に満ちあふれていたのが印象的でした。
　私どもは，この度「教育家庭新聞社社長賞」を受賞させて頂きました。応募校の中から選出されたことは大変名誉な
ことです。まさか自分たちの広報紙が全国レベルの賞を頂戴するとは思いもよりませんでした。誠に恥ずかしい話です
が，実は私は日本ＰＴＡという存在を全く知らずに，十年以上もＰＴＡ活動に携わって参りました。公益社団法人日本
ＰＴＡ全国協議会は，全国 800 万人の児童・生徒の保護者と先生から組織されており，来年で７２年目を迎える社会
教育関係団体です。今回この式に期せずして出席したことで，改めて自分や仲間の委員たちは全国ＰＴＡ会員の一員で
あることを自覚することができ，私の視野は一気に広がりました。
　ＰＴＡ活動はともすると，一部の保護者が自分の子どもの学校のために行っているものととらわれがちですが，実は
全国の保護者が連携して，日本の未来を担う子どもたちの教育を支えるために活動をしています。その中で，自分も微
力ながらできることから協力していくことは当然ではないでしょうか？　そう考えてみると，ＰＴＡ活動が特別なもの
ではなくなり，より有意義なものになると思います。
　これからも，茨城県および日本のＰＴＡ活動がより一層充実し，子どもたちの教育環境が整い，日本の発展に繋がっ
ていくことを願ってやみません。

水戸市　茨城大学教育学部附属中学校　鯉沼　千加子

日本ＰＴＡ年次表彰式に参加して

　本年度の指導者研修会は，茨城県県南生涯学習センター
多目的ホールに３４８名の会員が参集して開催されまし
た。
　はじめに子ども筆跡診断士・個性心理學認定講師の小山
田　香代先生より「『字』を変えると人生はうまくいく！～
文字の書き方で，成績・集中力アップ」と題して，ユーモ

アあふれる講演をいただきました。普段，何気なく書いている文字には心の在
り方等が表れており，字を変えることで生活をも変えることができるという話
に，「子どもの書く字を改めてみてみたい，話し合ってみたい」という会員の
声が聞かれました。その後，土浦市立土浦第四中学校ＰＴＡより「四中プライ
ドと小中一貫教育の取組」，豊里学園つくば市立豊里中学校ＰＴＡより「子どもの社会力に繋げるＰＴＡとＯＢ会の取
組」，牛久市立奥野小学校ＰＴＡより「おくのキャンパスに対するＰＴＡ活動の取組」，取手市立取手東小学校ＰＴＡよ
り「統合から５年～１０年目に向けての取組～」と題して実践発表がなされ，指導講評をいただき全日程を終了し，充
実した指導者研修会となりました。

　今年度の研修会は，令和元年８月３１日（土）夏休み
の終わるお忙しい中，日立市，常陸太田市，高萩市，北
茨城市 4 市のＰＴＡ会長・役員・女性ネットワーク委員，
約２００名近くの皆様にお集まりいただきました。
　研修は 2 部構成で，第 1 部は合同での講演会。東海大
学体育学部一般体育研究室　非常勤講師　宍戸　渉様を

お招きし，「保護者が知っておきたい！スポーツメンタルトレーニング」と題
してお話しいただきました。スポーツの現場では選手の「心技体」全ての面
を強化していくことが常識になってきています。その一つ，スポーツ心理学
の面からは，家庭は，選手本人にとってとても重要なメンタル強化の場所で
あります。子どもとの関わり方によっては，やる気を起こすこともできるし損なうこともあります。今回は，その自発
的なやる気を誘発する方法を，聞き手が参加し実践する形式でお話しいただきました。
　第 2 部は，「学校との連携について」「これからのＰＴＡ活動について」をテーマにグループディスカッションを行い，
他地区の会長との良い情報交換が行われました。

県 南
地 区

県 北
地 区

実践発表　牛久市立奥野小学校ＰＴＡ

講演　宍戸　渉様
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中央地区３ブロック合同指導者研修会
　令和元年１０月６日（日）ホテルレイクビュー

水戸において，中央地区３ブロック合同指導者

研修会が「学校，家庭，地域社会の連携を担う 

ＰＴＡ 活動の在り方～⻘少年に豊かな人間性を

培うために～」のテーマのもとに，３４８名の多くの方々が参加さ

れ盛大に開催されました。

　基調講演では，演出家・脚本家・詩作家であり沖縄文化芸術振興

アドバイザーとしてご活躍の平田　大一様より，「人づくりの種をまく～感動体験でつなぐ，人と地域と未来の話～」

という講演をいただき，大人の熱い思いが子どもたちの心を動かし，良き方向へ導くことを学びました。笑いと涙

ありのあっという間の時間でした。

　また，分科会は８つのグループに分かれて行われました。市町村を超え様々な地域と規模の差，環境の違いがあ

る中で，ＰＴＡ活動への取り組みにおいて保護者として積極的な意見交換が行われました。参加者の皆さん，関係

者の皆さん，本当にお疲れさまでした。

　県西地区では，全体会と３つの分科会，女ネット研修

会（特別分科会）を開催しました。全体会は，居酒屋てっ

ぺんの大嶋　啓介様から，人が最大限に力を発揮するの

は，楽しくワクワクしている時であり，明るい雰囲気の

中で子どもの可能性を信じることが大切であるという心

のあり方についての講演をいただきました。第１分科会は，元ヤクルトスワ

ローズの矢野　和哉様から野球というスポーツを通じて，気力・体力・知

力は，大人が子どもたちに適切なコミュケーションをとることで育っていく

こと，第２分科会は，元教員で教育評論家の親野　智可等様から，「やって

あげると自立できない」というのは迷信であり，子どもをほめるコツは「部分をほめること」との子育てのヒントを

いただきました。第３分科会は，エネルギーリテラシー研究所代表の秋津　裕様から，東日本大震災の経験から正確

な情報を知って行動することの大切さを教わりました。女ネット研修会は，幸島　美智子様より「子どもを犯罪の加

害者にしない子育て」と題し講演いただきました。今後も親学びの場として，子育てに役立つ良い研修会を開催した

いと思っております。

　県東地区ＰＴＡ指導者研修会を１１月９日

（土）に，茨城県鹿行生涯学習センター・茨城

県女性プラザ（レイクエコー）にて開催いたし

ました。全体会では，筑波大学医学医療系教授

徳田　克己先生をお迎えし，「クレヨンしんちゃ

ん」から学ぶ子育て術・心の強い子どもを育てるとっておきの秘

訣の演題で講演をいただきました。特に，突発的な行動をとる子

どもたちに対する私たち保護者や教職員の間違った接し方をご指

摘をいただいた場面では，参加者が大きく頷き，たくさんの方がメモをとる姿が印象的でした。後半の７分科会に

分かれてのディスカッションでは，県東地区５市の代表校による活動発表が行われました。親子交流や地域交流の

活動が多く見受けられました。また，２つの特別分科会では，自己肯定感の育て方，情報モラル・ＳＮＳ利用に関

する勉強会がそれぞれ開催されました。保護者や教職員が共通の課題について，分科会全体で積極的な意見交換が

できました。指導者研修会の開催にあたり，ご尽力いただきました担当校並びに役員の皆様および事務局に心から

感謝申し上げます。

県 央
地 区

県 西
地 区

県 東
地 区

講演　平田　大一様

講演　大嶋　啓介様

分科会のようす
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県内  ホッと情報　今年もおいしい白菜ができました　　　 県西地区  
　江川南小学校では，今年も３年生が中心となって「白菜栽培活動」
を行っています。
　学校の周囲を畑に囲まれているという立地条件を生かして，子ど
もたちが直接手で土に触れる農業体験を地域の農家さんの協力を
得ながら進めています。
　子どもたちは，はじめて見る小さな白菜の種を土に撒き，芽が出
て葉が大きくなったらそれを畑に植え，途中草取りなどの管理をし
て，収穫を迎えます。それぞれの作業の時には親子で行い良い思い
出作りにもなっていると思います。収穫の時には子どもたちが包丁
で白菜を切り取り，大きさ毎に分けて箱詰め，近くの⻘果市場に出荷し，一般の生産者と同じ様にセリにかけて
もらいます。また一部の白菜は市内のスーパーに流通し，直接お客さんが白菜を買うところを目にすることがで
き，子どもたちも誇らしげに思っています。市場に出荷した白菜にはハガキが添えてあり，北海道から沖縄まで
全国各地から返事が届き，子どもたちはそれを喜んでいます。
　これからも，子どもたちが食と農を考えられる機会を続けていかなければと思います。

結城市立江川南小学校　ＰＴＡ会長　久保谷　文男

各委員会報告

教育問題委員会

広報委員会

女性ネットワーク
委 員 会

組織運営委員会

　教育問題委員会は，今年度子どもたちを取り巻く様々な問題に目を向け，当協議会内外の
組織・団体の活動を活用しながら積極的に学んでいきたいと考えました。県⻘少年育成協会
のひきこもり・不登校についての講演会・グループディスカッションへの参加とともに，県
教育庁の先生をお招きしての教育課題・取組の現状についての勉強会を開催します。これら
の内容は，広報紙や理事会の場にて適宜皆さんにお伝えし，会員の皆さんが「わからないで
いるもの」を少しでもわかるようになるための情報提供をしていきたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　森山　克彦

　広報委員会では，広報紙「われら茨 P 連」の年２回の発行を通じて，県内の各ＰＴＡの様々
な活動を紹介しております。子どもたちや先生，保護者そして地域が一緒になって工夫を凝
らし活動されているＰＴＡが県内にはたくさんあります。その活動内容を会員の皆様に知っ
ていただくことで，今後の皆様の活動の参考にしていただきたいと思います。また今後は，
茨 P 連ホームページの活用により情報の発信力を高めていきたいと考えております。皆様の
多くのアクセスをお待ちしております。

委員長　根本　高明

　今年度の研修会では，第一部「いじめ問題」を中心に講演，第二部「子どもたちをいじめ
に向かわせないためにできることは？」をテーマにパネルディスカッションを行いました。
皆様からは共感や心温まる体験のお話，改善についてのご指摘，疑問点等，たくさんのご意
見をいただきました。女性ネットワーク委員会は，今後も子どもたちの豊かな心と生きる力
を育むために，保護者がすべきことを改めて考え，ＰＴＡの仲間や地域とのつながりから学
び合い，家庭教育力の向上を目指す活動を展開していきたいと考えております。

委員長　佐野　由美子

　組織運営委員会は，茨Ｐ連役員で構成される委員会です。
　茨城県は非常に高いＰＴＡ加入率を誇りますが，少子化により会員数自体が減少しています。
　これにより，皆様からお預かりする分担金（会費）も年々減少しています。今後は，貴重な
原資を今まで以上に大切に使わせていただくべく，皆様の意見も取り入れながら，経費の削減
と業務の見直しを図りつつ，“メリハリの効いた組織運営”を目指していきます。今後，複数年
で様々な取り組みを行ってまいりますので，皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。

委員長　畠山　佳樹
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県内  ホッと情報　地域社会を巻き込んだリサイクル品回収活動  県南地区  
　稲敷市立桜川中学校（辻井　浩一校長）では，昭和６２年から始まったリサ
イクル品回収活動（生徒会とＰＴＡの共同事業）が本年で３３回目の実施を迎
えました。中学校区の全戸を対象に，１年分の新聞，古雑誌，段ボール，空き
缶を保管して頂き，全生徒と保護者が協力して回収活動を行います。本年度は
新聞紙の３５トン以上をはじめとして，大量の品を回収して大きな売却益を得
ることできました。学校のために手間のかかるリサイクル品の仕分けと保管を
全戸が実施してくださるということからは，学校に対する思い，地域の子ども
たちのためにという思いが伝わってきます。私たちＰＴＡはこの取組を途絶え
させることなく，３０年以上の長い間地域に働きかけ，生徒会と連携した取組
を進めてきました。本年度の１１月には，その長きにわたる活動が評価され，
日本ＰＴＡ連絡協議会より栄えある団体表彰を頂くことができました。これか
らも学校と地域の架け橋となり，姿の見えるＰＴＡ活動を目指していきます。

稲敷市立桜川中学校ＰＴＡ会長　小貫　友亮

県内  ホッと情報　つながり　　　　　　　　　　　　　　 中央地区  
　各学校で行われている「ＰＴＡのつどい」や「学校へようこそ」
などのイベントは，保護者がより子どもたちの学校生活を知り，先
生・保護者・子どもたちが交流の場を持つことで，三者が新しい発
見と学びを得て，成長できる素晴らしい取組です。
　今年度の吉沢小学校（水戸市）の「ＰＴＡのつどい」では，この
三者の交流をさらに広い範囲で持つことになりました。参加いただ
いた大山ＰＴＡ会長（ひたちなか市／東石川小学校）は，子どもた
ちの為に得意のバルーンアートを披露し，子どもたちの長い列がで
きました。森さん（カンプロ（株））は，ポン菓子機をご提供いた
だき，大きな音と共に驚きと笑顔で溢れました。森嶋ＰＴＡ会長（水
戸市／千波小学校）には，今後の学校間の交流を目指し参加していただきました。
　この学校という範囲を越えた交流により，子どもたちの喜びや学びが増すと共に，世界観の広がりを持つこと
ができました。これからも，もっと多くの方々とのつながりを大切にし，子どもたちそして私たちもそこからた
くさんのことを経験し，学び，地域とともに成長していきたいと思っています。

水戸市立吉沢小学校ＰＴＡ会長　萩野　元弘

 
第２９回茨城県ＰＴＡ広報紙コンクール（兼　第４２回全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール）

● 対象　平成３１年（２０１９年）４月から令和２年（２０２０）３月までに，各単位ＰＴＡで２回以上発行
された広報紙

● 応募締め切り日　　令和２年４月３０日（木）まで

「楽しい子育て全国キャンペーン」三行詩募集
● 募集期間　　（参考）昨年度は，令和元年５月７日（火）～６月１８日（火）
● 応募対象　　小学生・中学生・一般　茨城県在住

家庭教育実践事例集「愛の記録」第５５集の原稿募集について
● 募集期間　　令和２年７月１日（水）～９月４日（金）

◎　いずれも各市町村ＰＴＡ事務局をとおしてのお知らせを予定しております。

ご  案  内



P7

2020.3.6 Vol.132

 「玄関から愛」（一部抜粋）　金子　みどり　様
　今までは，「やる気がないならクラブをやめなさい。」と言っても「や
めない。」と言っていた長女に「やめてもいいよ，競技をやめたからっ
て人生が終わるわけじゃないんだから。」と伝えると驚いたような顔
で「やめてもいいの？応援してくれていたのにごめんね。」と言った。
私は，その一言ですべてを悟り，心から反省した。その後，クラブを
やめた娘は，心身ともに少しずつ元気を取り戻し，担任の先生のすす
めもあって，生徒会の役員に立候補した。このことも本当に晴天の霹
靂だった。中学では，「目立たず，地味に生きていく。」と言っていた
娘が，自ら考え行動するようになろうとは思いもしなかったからだ。
　気がつけば，玄関に脱ぎ散らかされた家族のくつが，キチンときれ
いに並べられている。娘がはじめたことだ。長女が帰宅し，玄関のベルが大きく楽しくゆれ音をたてる時は，話を
したい，聞いて欲しいことがあるというサイン。長男の方は，小学生の頃の長女のようにベルの音をたてないよう
にそっと入ってきて私を驚かせようとしている。長女には，「何があったの？」と，長男には，「お帰り，帰ってき
ているのはバレているよ。」と笑いながら話す。子ども達の様子を感じとることができる日はあとどれくらいある
だろう。いや，考えるのはやめよう。玄関から感じ取れるこの子育ての日々を，今は心から楽しみたい。

 「大きな背中」（一部抜粋）　安　浩司　様
　長男は小学一年生から空手をやっており，そこまで熱心に練習に取り組んでいるようには見えないが，何とか黒
帯は取れたし，身長や体格も私の同じ頃より明らかに大きい。そんな長男は，家の中で私の後ろ姿を見れば，空手
の練習の如く，私の背中や尻に突きや蹴りを容赦なく見舞う。もちろん本気の力ではないからそこまで痛いわけで
もないが，そこに父への尊敬の念など微塵も感じられない。さらに，次男も，学校で起きた出来事について，「マ
マには話すけど，パパには話さない！」と言う始末。これじゃあ父の威厳どころか友達以下だ。今はどこかに出掛
ける時について行ってくれる我が子も，もしかしたら近いうちに拒否されるかもしれない・・・。そんな不安も頭
をよぎる。父としての危機だ。

　しかし，私は今，積極的にＰＴＡの会合に出たり，習い事の送迎を
したり，以前にも増して子どもたちの成長のために奮闘しているとい
う自負は持っている。そこは自分が評価するものではないが，きっと
我が子も私の背中を見て何かを感じ取ってくれる。父として威厳あふ
れる大きな背中に見えてくる，そんな日が来ることを信じて，これか
らも精一杯の愛情を持って子育てをしていきたい。
　今日。ふと次男に聞いてみた。
「パパのこと好き？」
「嫌い！」
　まだまだ修行が足りないようだ・・・。

　今年度は，１９９名の皆様からご応募をいただきました。茨城県教育長奨励賞に金子　みどり様（神栖市），
安　浩司様（日立市），南　みどり様（小美玉市），齋藤　秀幸様（下妻市），小泉　郁満様（常陸太田市）
の作品が選出されるとともに，優秀賞に３０名，優良賞に２０名の方を選出させていただきました。
　かつて自分の話に耳を傾けてくれた母のように，今は自分が子どもたちの話をよく聴くことを心がけてい
るというお話，お子さんがお父さんのまねをして「育毛剤をつける仕草をする姿」に大笑いしたこと，仕事
を変え，お子さんに寄り添おうとする姿，図書館で見つけた本から気付かされたこと，そして，お子さんが，
初めて「ママ」と言ってくれた日の思いなど，一つ一つの作品には，それぞれの思いや願いが詰め込まれて
いました。すべての作品をご紹介することはできないのですが，紙面をお借りして，金子様と安様のお二人
の作品の一部をご紹介いたします。

家庭教育実践事例集「愛の記録」へのご応募ありがとうございます
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編集後記編集後記編集後記
　広報紙「われら茨Ｐ連」では，県内各ＰＴＡの取り組みを紹介していますが，より多くの方に情報をお届け
できるよう，今後はホームページ等の活用なども検討してまいります。今後とも取材等へのご協力をよろしく
お願いいたします。

　最後になりますが，一年を通し，ご尽力をいただいた関係者の皆様と取材にご協力いただきました皆様に，
心より感謝申し上げます。

一般社団法人茨城県ＰＴＡ安全互助会からのお知らせ  
安全普及啓発活動事業についてご利用してみませんか？

Ⅰ．健康・安全教育支援事業の助成
◆助成対象事業

・健康・安全に関する講習会の開催及びパンフレット等の作成（例　交通安全，インターネット安全利用等）

・通学路の安全確保に関する活動（例　登下校指導に関わる講習会，啓発グッズ作成費の助成等）

・救急救命に関する講習会等の開催（例　普通救急救命講習会，ＡＥＤ使用法講習会等）

◆支援補助額：１件の上限額１０万円

【健康・安全教育支援事業のこれまでの事例】
水戸市立三の丸小ＰＴＡへの助成事例（平成 30 年度事業）
　水戸駅の近くの学校で，校門の前は附属小，水戸二中，水戸一高，水戸二高，
水戸三高の児童生徒さらに会社や官庁に通勤する人々が行き交う環境にある。
　そこで，学校・地域ぐるみで安心・安全を確立するためにあいさつ運動を契
機にＰＴＡで横断幕を作り校門前の白壁に掲示することで安心・安全な学校・
地域づくりに貢献したいと考えた。

日立市立塙山小学校ＰＴＡへの助成事例（令和元年度事業）
　市内での不審者情報も増加する中，心配で子どもに声をかけたところ不審者
に疑われることも有り，子どもにとっての安心安全なコミュニティーの醸成が
課題となっている。そこで目に見える防犯活動により犯罪を防止し，安心安全
な地域づくりのために防犯ステッカーをＰＴＡで作成し，ＰＴＡ会員や地域ボ
ランティアの自家用車，地域のタクシー等へ貼ってもらい防犯意識を醸成する。

※安全普及啓発活動の助成に関する申請様式は，ホームページに掲載しております。

Ⅱ．【今年度の共済金給付状況について】
　令和２年１月末現在における給付状況に

ついては下記のとおりです。

　　　・共済金　　　　９５件

　　　・香料見舞金　　９３件

　　　・眼鏡見舞金　　　３件

　　　・賠償見舞金　　　７件

　※会員の皆様へのお願い
　今年度におきましても特にソフトバレーボール等の球技大会による負傷事故が発生しております。準備運動で
十分に体をほぐしてから競技にのぞみましょう。


